








はじめに 

乳児尿による神経芽細胞腫のマス・スクリーニングが開始されて以来、施行前には予想し

えなかった高頻度で本腫瘍が発見されている。これにより今まで全く分らなかった本腫瘍

についての貴重な知見がえられつつある。札幌市においても昭和 60 年度に更に 3例の新た

な症例を発見し、現在 14例となっている、これらについての所見をもとにして、その乳児

期における頻度、スクリーニング時における大きさの推定、診断手段別の有用性などにつ

いて考えてみた。 


